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ALS を治せる病気にすることを目指しています。 

この目標に向かって、共に研究に取り組んでくれるメンバーを探しています。 

 
【難病に挑戦：とてもやりがいのある研究テーマです】 
筋萎縮性側索硬化症（きんいしゅくせいそくさくこうかしょう、Amyotrophic lateral sclerosis、ALS）は、意識や五感
が保たれたまま、体を全く動かすことができなくなる病気です。世界中の研究者が、この難病中の難病といわれる ALS の
研究に取り組んでいますが、依然として根本的な治療法がありません。あなたが生み出す一つ一つの基礎的で重要な発見の
積み重ねが、やがて大きな力になり、ALSの克服に繋がります。ALSを大学院の研究テーマに選んでみませんか？ 
 
【未解明の大きな謎：ヒトは、なぜ ALS になるのか？】 
ALS は、筋肉を収縮させる神経細胞「運動ニューロ
ン」が徐々に機能を失い、細胞死する神経変性疾患で
す（図１）。どのように運動ニューロンが変性するの
か？なぜ運動ニューロンだけが変性するのか？これ
らの根本的な問題は、いまだに謎に包まれています。
「運動ニューロンにタンパク質の凝集体が蓄積す
る」、「プロスポーツ選手はALSになりやすい」など、
いくつかの重要なヒントがあります。このようなヒ
ントから、創意工夫を凝らして、謎を解くための実験
をデザインします。研究を始めればすぐに、未解明の
重要な問題がたくさん残されていることに気づくで
しょう。 
 
【ユニークで最先端の ALS 研究】 
私たちは、光を使って TDP-43 というタンパク質を
操作する技術を世界で初めて開発し、小型熱帯魚ゼ
ブラフィッシュ（図２）において、ALS 病態を再現
することに成功しました（図3、次頁）。人体の運動
ニューロンを詳しく研究するのは至難の業ですが、
身体の組織が透明なゼブラフィッシュなら健康な
運動ニューロンが、ストレス状態に陥り、やがて変
性するメカニズムを詳しく研究できます。その他
にも、バイオイメージングや遺伝学を組み合わせ
て、他の研究室ではアプローチが難しい独自の問
題に取り組んでいます。このような最先端の研究
技術を使ってALSの謎を解いてみませんか？ 
 病気の研究は応用研究と思われがちですが、
ALSのような難問に立ち向かうためには、基礎研
究を積み重ねるしかありません。基礎研究を積み
重ねて、新しい神経系の根本的性質を発見できた
ときには、同時に、まだ誰も見つけることが出来て
いないALSの攻略法が発見できると信じています。 
  

図 1：ALS では、運動ニューロンが障害を受け、筋肉がやせ衰える。 
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図２：個体を生かしたまま運動ニューロン（緑蛍光）を観察できる 

生きたゼブラフィッシュ仔魚 

研究室見学、大歓迎！ 
世界最大規模のゼブラフィッシュファ

シリティーも見学できます！ 
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【取り組んでいる主な研究テーマ】 
① TDP-43 タンパク質の細胞毒性のメカニズムの解明 
② 細胞のサイズや細胞代謝とALSの関係性の解明 
③ エクササイズがALSのリスク因子となる仕組みの解明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
漫画『宇宙兄弟』の登場人物、伊東せりかは、国際宇宙ステーションの無重力空間で TDP-43 の結晶化に成功
し、ALS 研究を大きく前進させます。私たちの研究室は、このストーリーをきっかけに設立された、ALS の治
療法を見つけるための研究開発費を集める活動「せりか基金」から研究費の支援を受けて、光操作によってTDP-
43 を凝集させることに成功しました（図３、参考論文１）。光遺伝学ALS モデルとよばれるこのユニークなア
プローチから、現在ALSの原因究明を進めています。 
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【支援を受けている研究費】 
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図 3：光遺伝学を用いた TDP-43 操作による ALS 病態の再現 ©小山宙哉／講談社 『宇宙兄弟』 第２７巻より 


